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観
光
産
業
は
裾
野
が
広
く
地
域
経
済
に

お
い
て
非
常
に
重
要
な
産
業
で
あ
り
、
世

界
規
模
で
成
長
し
て
い
る
産
業
の
一
つ
で
あ

る
。
人
口
減
少
が
避
け
ら
れ
な
い
我
が
国
に

お
い
て
は
、
外
国
人
旅
行
者
の
来
訪
を
通

じ
た
地
域
活
性
化
へ
の
期
待
は
高
く
、
政

府
は
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
お
い
て
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
を

２
０
２
０
年
に
４
０
０
０
万
人
、
２
０
３
０

年
に
６
０
０
０
万
人
を
目
指
す
と
し
て
い
る

（
図
1
）。
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他
方
、
世
界
的
規
模
で
旅
行
者
が
急
増
す

る
中
、一
部
の
地
域
で
は
、
地
域
住
民
の
許
容

範
囲
を
超
え
て
観
光
客
が
来
訪
す
る
こ
と
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う

変
化
に
よ
っ
て
、
生
活
環
境
が
悪
化
す
る
な

ど
、
観
光
の
負
の
影
響
が
顕
在
化
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
は
、
こ
う

し
た
現
象
を
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と

呼
び
、
そ
の
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

旅
行
者
の
来
訪
に
よ
る
負
の
影
響
（
問
題
）

は
以
前
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
今
に
始
ま
っ

た
こ
と
で
は
な
い
が
、
国
連
世
界
観
光
機
関

（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
よ
る
と
、
国
際
観
光
客
到

着
数
が
２
０
３
０
年
に
は
18
億
人
に
達
す
る

観
光
に
よ
る

地
域
へ
の
負
の
影
響
に

ど
う
向
き
合
う
べ
き
か

観
光
地
域
研
究
部　

主
任
研
究
員　

後
藤 

健
太
郎

図●訪日外国人旅行者数の推移と政府の目標1
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出典：日本政府観光局（JNTO）「訪日外客数」「明日の日本を支える観光ビジョン」
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と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
同
種
の
問

題
が
よ
り
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
国
内

に
お
い
て
は
、
近
年
の
外
国
人
旅

行
者
数
急
増
を
背
景
に
、
京
都
や

鎌
倉
な
ど
に
お
い
て
各
種
問
題

が
顕
在
化
し
て
き
て
お
り
、
そ
の

対
策
は
急
務
で
あ
る
。

　

国
連
で
は
、
２
０
１
７
年
を

「
開
発
の
た
め
の
持
続
可
能
な
観

光
の
国
際
年
」
と
定
め
、
観
光
を

世
界
的
規
模
で
取
り
組
む
べ
き

重
要
課
題
と
し
て
捉
え
、
そ
の
役

割
に
対
す
る
共
通
認
識
の
醸
成

を
図
っ
て
い
る
。

　

国
内
に
お
い
て
も
、
２
０
１
７

年
度
（
平
成
29
年
度
）
に
国
土
交

通
省 

国
土
交
通
政
策
研
究
所
が

「
持
続
可
能
な
観
光
政
策
の
あ
り

方
に
関
す
る
調
査
研
究
」
を
実

施（
表
1
）。
ま
た
、
観
光
庁
は
国

連
と
同
テ
ー
マ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
。
２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）

６
月
18
日
に
は
、「
持
続
可
能
な

観
光
推
進
本
部
」
を
同
庁
内
に
設

置
し
た
。
そ
こ
で
は
、
外
国
人
観

光
旅
客
の
集
中
に
よ
る
観
光
地

域
の
混
雑
、
外
国
人
観
光
旅
客
の

増
加
に
よ
る
住
民
の
生
活
環
境
の
変
化
、
外

国
人
観
光
旅
客
の
マ
ナ
ー
が
課
題
の
例
と
し

て
示
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
が
観
光
立
国
を

目
指
す
上
で
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
で

あ
ろ
う
。

❶「
観
光
公
害
」「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
」の
使
用

　

同
問
題
は
、現
在
進
行
形
の
問
題
で
あ
り
、

各
地
の
状
況
と
そ
の
対
応
も
時
間
と
と
も
に

変
化
・
進
展
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、

引
き
続
き
各
地
に
目
を
向
け
て
い
く
必
要
が

あ
る
が
、
本
号
で
は
、
現
在
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
が
発
生
し
て
い
る
と
さ
れ
る
地
域

に
加
え
て
、
観
光
客
の
量
的
拡
大
や
生
活
と

観
光
と
い
う
視
点
か
ら
、
長
年
地
域
で
議
論

を
積
み
重
ね
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
き
た

各
地
の
事
例
報
告
な
ど
を
通
じ
て
、
ど
う
対

応
す
べ
き
か
だ
け
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
こ

う
し
た
問
題
に
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
向
き
合

う
べ
き
か
も
含
め
て
考
え
て
み
た
い
。

　

と
い
う
の
は
、
地
域
は
観
光
を
通
じ
て
負

の
影
響
だ
け
で
は
な
く
正
の
影
響
も
受
け
て

お
り
、
前
者
だ
け
を
あ
る
立
場
か
ら
切
り
出

し
て
取
り
上
げ
る
だ
け
で
は
、
本
当
の
解
決

に
至
ら
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

「
観
光
公
害
」「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が

発
生
し
て
い
る
地
域
と
し
て
市
場
に
認
識
さ

れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
同
問
題
の

情
報
発
信
が
、
観
光
地
に
果
た
し
て
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
。
安
易
な
使
用
や

多
用
は
避
け
た
い
と
思
い
つ
つ
も
、
誰
も
取

り
上
げ
な
け
れ
ば
、
社
会
全
体
の
認
識
も
変

わ
ら
な
い
。

❷
こ
れ
ま
で
の
負
の
側
面
へ
の
対
応

　

我
が
国
で
は
、「
観
光
公
害
」
と
い
う
用
語

が
１
９
６
０
年
代
に
は
使
用
さ
れ
て
お
り
、

近
年
で
は
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
同

種
の
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
る
。「
観
光
公
害
」
の
定
義
な
ど
に

関
し
て
は
、
小
池
（
１
９
６
６
、１
９
７
９
）

や
天
野
（
２
０
１
６
）
の
研
究
が
あ
り
、
今

後
は
こ
う
し
た
国
内
で
の
研
究
成
果
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
世
界
の
観
光
地
に
も
貢
献
で

き
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

　

な
お
、「
観
光
公
害
」
や
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
と
い
う
用
語
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
、

観
光
に
よ
る
負
の
影
響
は
発
生
し
て
お
り
、

先
の
用
語
の
使
用
の
有
無
、
そ
の
定
義
に
こ

こ
で
は
と
ら
わ
れ
ず
、
我
が
国
の
大
き
な
流

　

 

負
の
側
面
へ
の

２ 

向
き
合
い
方
、扱
い
方
の

　

 

難
し
さ

出典：「持続可能な観光政策のあり方に関する調査研究 」2018年4月 国土交通省 国土交通政策研究所

第1章 調査研究の概要 （第1節 背景と目的／第2節 調査フロー）

第2章 持続可能な観光に関する先
行研究等

（第1節 持続可能な観光の概念／第2節 STI関連文献／
第3節 その他文献／第4節 まとめ）

第3章 我が国における持続可能な
観光に係る動向

（第1節 訪日外国人観光客増加に伴う問題事例／第2節 
自治体における観光関連計画／第3節 DMO における観
光関連計画）
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の
発
生
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
マ

イ
カ
ー
の
急
増
で
交
通
渋
滞
な
ど
が
発
生
し

住
環
境
が
悪
化
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
各

地
で
起
こ
っ
た
反
対
運
動
や
地
域
に
よ
る
独

自
ル
ー
ル
の
設
定
な
ど
を
背
景
に
、
文
化
財

や
自
然
環
境
の
保
護
、
管
理
が
強
化
さ
れ
た
。

た
だ
、
そ
の
背
景
に
は
、
道
路
の
建
設
、
住
宅

地
開
発
な
ど
か
ら
資
源
や
環
境
を
守
る
こ
と

が
あ
り
、「
観
光
公
害
」
だ
け
が
そ
の
直
接
的

な
背
景
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

各
地
の
動
き
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
京
都

市
で
は
、
住
民
に
よ
る
公
害
対
策
推
進
会
の

設
置
と
関
係
行
政
機
関
へ
の
要
望（
注
２
）、

「
マ
イ
カ
ー
観
光
拒
否
宣
言
」（
１
９
７
３
年
）

（
注
３
）、
京
都
市
に
よ
る
観
光
公
害
に
対
す

る
調
査（
注
２
）、
そ
れ
に
伴
う
対
応
策
な
ど

が
行
わ
れ
た（
注
４
）。
ま
た
、
調
査
対
象
地

区
の
一
つ
で
あ
っ
た
西
芳
寺
（
苔
寺
）
で
は
、

１
９
７
７
年
（
昭
和
52
年
）
に
一
般
拝
観
が
中

止
さ
れ
、
事
前
申
し
込
み
（
往
復
は
が
き
）へ

と
変
更
が
な
さ
れ
る
な
ど
し
た
。
こ
う
し
た

動
き
の
一
部
は
、
当
時
の
『
観
光
白
書
』
で
も

報
告
さ
れ
て
い
る（
注
５
）。
低
開
発
地
域
の

観
光
開
発
や
施
設
整
備
に
よ
り
、
供
給
量
を

拡
大
す
る
対
応
も
行
わ
れ
た
。

［
リ
ゾ
ー
ト
開
発
期
］　

全
国
各
地
で
、
海
浜

リ
ゾ
ー
ト
や
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
、
ゴ
ル
フ
リ

ゾ
ー
ト
、
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
開

発
が
行
わ
れ
て
お
り
、
１
９
８
７
年
（
昭
和

62
年
）
に
は
、
総
合
保
養
地
域
整
備
法
が
制

定
。
高
度
経
済
成
長
が
ひ
と
段
落
し
た
後
の

地
方
振
興
策
と
し
て
リ
ゾ
ー
ト
が
期
待
さ
れ

た
。
し
か
し
、
環
境
・
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
面
に

お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
た
。
投
機

目
的
の
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
問
題

も
発
生
し
た
。一
部
の
地
域
で
は
「
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
を
制
定
し
、
対
応
を
図
っ
た
。
そ
う

し
た
中
、
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
、
民
間
資
本
の

開
発
意
欲
が
急
減
。
開
発
予
定
地
や
廃
業
施

設
な
ど
の
問
題
と
し
て
形
を
変
え
て
影
響
が

残
っ
た
。

［
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大
期
］　

訪
日
外
国
人

観
光
客
の
急
増
に
よ
り
急
激
に
客
層
が
変

化
し
た
こ
と
で
、
観
光
客
の
関
心
の
広
が
り
、

観
光
行
動
の
違
い
に
よ
る
問
題
、
訪
日
外
国

人
需
要
の
獲
得
を
狙
っ
た
観
光
産
業
へ
の
参

入
や
地
域
外
資
本
の
参
入
な
ど
が
増
加
。
問

題
現
象
自
体
は
過
去
に
も
確
認
さ
れ
る
が
、

そ
の
背
景
に
あ
る
仕
組
み
や
文
化
、
商
習
慣 1966年（昭和41年）版『観光白書』

れ
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
以
下
、
極
め
て

断
片
的
か
つ
偏
り
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い

が
、
負
の
側
面
の
う
ち
、
今
後
の
観
光
を
考

え
る
に
お
い
て
参
考
と
な
る
４
つ
の
局
面
に

絞
っ
て
紹
介
す
る
。

［
戦
前
］　

鉄
道
敷
設
に
よ
り
全
国
に
観
光

客
の
移
動
が
広
が
る
中
で
、
観
光
客
の
行
動

な
ど
が
問
題
と
も
な
っ
て
い
た
。
３
代
目
国

際
観
光
局
長
で
あ
る
田で

ん

誠ま
こ
と

氏
は
１
９
３
６
年

（
昭
和
11
年
）
に
「
淸せ

い

淨じ
ょ
う

地
區
」
の
設
定
を
提

唱
し
て
い
る（
注
１
）。
当
時
、
遊
覧
地
や
景

勝
地
に
お
い
て
不
知
不
識
の
う
ち
に
美
観
を

損
す
る
行
為
や
汚
損
す
る
行
為
が
見
受
け

ら
れ
た
た
め
、一
定
の
限
ら
れ
た
地
区
を
指

定
し
、
行
為
抑
制
を
通
じ
て
善
良
な
風
習
を

馴じ
ゅ
ん

致ち

す
る
方
法
を
講
じ
て
は
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
提
唱
者
自
身
が
法
規
に
よ
る
解
決
を

一
義
的
な
方
法
と
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
戦

争
に
突
入
し
、
観
光
自
体
が
控
え
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
っ
た
。

［
高
度
成
長
期
］　

国
民
の
所
得
も
上
が
り
旅

行
需
要
が
拡
大
す
る
中
で
、
観
光
に
よ
る
弊

害
が
顕
在
化
し
て
く
る
。
観
光
客
に
よ
る
地

域
資
源
の
損
壊
や
観
光
事
業
者
な
ど
の
開
発

に
よ
る
環
境
・
歴
史
的
風
土
の
破
壊
、
特
定

観
光
地
で
の
過
剰
利
用
・
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス

1964年（昭和39年）版『観光白書』
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な
ど
の
違
い
、
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
従
来
と

は
異
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
世
界
各
地
で

問
題
が
同
時
に
発
生
し
て
い
る
こ
と（
注
６
）

が
こ
れ
ま
で
の
違
い
と
言
え
よ
う
。

　

我
が
国
で
は
、
観
光
の
負
の
側
面
を
早
く

に
認
識
し
対
応
策
も
講
じ
て
き
て
は
い
る
。

一
方
で
社
会
経
済
状
況
の
変
化
に
よ
り
問
題

の
発
生
源
自
体
が
大
き
く
変
化
し
て
し
ま
っ

た
状
況
も
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
か
つ
て
は

住
環
境
そ
の
も
の
の
整
備
な
ど
が
優
先
さ
れ

た
時
代
で
も
あ
り
、
経
済
成
長
を
支
え
る
他

の
産
業
も
あ
っ
た
た
め
、
現
在
の
よ
う
に
社

会
に
お
け
る
観
光
の
位
置
づ
け
が
高
い
時
代

で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
同
問

題
を
継
続
的
に
扱
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
後
、
我
が
国
で
は
、
２
０
０
３
年
（
平

成
15
年
）
に
「
観
光
立
国
宣
言
」
が
あ
り
、

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）
に
は
観
光
庁
が

設
置
さ
れ
、
観
光
の
重
要
性
は
社
会
的
に
も

認
識
さ
れ
期
待
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
見
る
と
、
観
光
の
重
要
性
を
認
識
し

観
光
の
負
の
側
面
に
〝
正
面
か
ら
〟
向
き
合

う
の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
負
の
影
響
だ
け
で
は
な
く
正
負
の
影
響

を
考
慮
し
な
が
ら
、
よ
り
総
合
的
・
統
合
的

な
視
点
で
我
が
国
の
地
域
が
観
光
振
興
や
観

光
地
の
管
理
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
の
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性

を
活
か
し
て
本
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
今

後
は
必
要
で
あ
る
。

　

各
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
現
場
レ
ベ
ル
で

の
具
体
的
な
対
応
策
は
一
度
整
理
す
る
必
要

が
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
、
２
０
０
０
年

代
以
降
に
我
が
国
の

観
光
地
域
が
取
り
組

ん
で
き
た
住
民
参
加

や
合
意
形
成
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、
観
光
推

進
体
制
・
組
織
の
強

化
、
デ
ー
タ
取
得
と

指
標
に
よ
る
管
理
、

観
光
財
源
に
関
す
る

取
り
組
み
を
着
実
に

進
め
る
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
る
。
引
き
続
き

量
の
観
光
か
ら
質
の
観
光
へ
の
転
換
を
意
識

し
つ
つ
、
地
域
自
身
が
自
ら
判
断
、
決
断
し

て
い
け
る
か
、
総
合
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き

る
か
、
観
光
地
と
計
画
を
管
理
し
て
い
け
る

か
だ
と
思
っ
て
い
る
。

（
ご
と
う　

け
ん
た
ろ
う
）

︵
注
１
）	

田
誠
（
１
９
３
６
）：「
淸
淨
地
區
の
設
定
に
就
て
」

『
都
市
美
復
刻
版
』
不
二
出
版
、p. 

11

（
注
２
）	

京
都
市
公
害
対
策
室
（
１
９
７
５
）：「
第
４
節 

観

光
地
に
お
け
る
公
害
の
状
況
」『
公
害
の
現
状
と
対

策 

昭
和
48
年
度
』

（
注
３
）	

京
都
市
市
政
史
編
纂
委
員
会
編
、京
都
市（
２
０
１
２
）：

『
京
都
市
政
史 

第
２
巻
（
市
政
の
展
開
）

（
注
４
）	

市
電
・
バ
ス
の
一
日
定
期
券
の
発
行
、
散
策
路
の
設

置
、
歩
道
の
整
備
な
ど
。

（
注
５
）	

１
９
６
４
年
版
の
『
観
光
白
書
』（
総
理
府
）
で
は
、

観
光
に
よ
る
負
の
側
面
に
関
す
る
言
及
が
確
認
で

き
る
。
そ
の
後
、
何
十
年
と
続
く
「
観
光
週
間
（
観

光
道
徳
の
高
揚
と
観
光
資
源
の
保
護
週
間
）」
は
、

観
光
に
関
す
る
正
し
い
観
念
の
普
及
と
観
光
資
源

保
全
に
つ
い
て
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
閣
議
了
解
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
。１
９
６
６
年
版
の『
観
光
白
書
』

で
は
、
観
光
資
源
破
壊
の
要
因
を
、
１
）
観
光
開
発

に
伴
う
も
ろ
も
ろ
の
措
置
、
２
）
観
光
以
外
の
目
的

か
ら
す
る
公
共
投
資
、
民
間
投
資
、
３
）
観
光
客
自

体
か
ら
の
観
光
資
源
損
壊
の
動
き
、
の
３
つ
に
整

理
し
て
い
る
。

（
注
６
）	『
国
際
観
光
情
報
』第
２
７
４
号（
１
９
９
２
）で
は
、

「
海
外
及
び
日
本
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
環
境
と
調

査
し
た
観
光
）
の
現
状
」
が
特
集
と
し
て
組
ま
れ
、

イ
タ
リ
ア
の
状
況
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
当
時
イ

タ
リ
ア
で
は
観
光
客
を
歓
迎
し
な
い
動
き
が
起
こ

っ
て
お
り
、
ロ
ー
マ
、
ベ
ネ
チ
ア
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、

カ
プ
リ
島
な
ど
で
の
反
観
光
運
動
の
動
き
と
各
地

で
の
対
応
策
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
限
ら

ず
他
国
の
一
部
で
も
観
光
に
よ
る
負
の
影
響
は
既

に
顕
在
化
し
て
い
る
状
況
に
は
あ
っ
た
。
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